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本事業に関連するイメージ
（研究開発内容のポンチ絵、製品イメージ、

将来のビジネスプランなど）

カーボンニュートラルの実現に向けたシロアリ由来の水素生成事業
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電解法などに代表される既存の水素生産方法では、直接二酸化炭素は発生しないが、現在もコ
ストが高いことや余剰電力だけで水素の需要を補えるのかなどのという課題がある。また日本
では再エネの価格が高く、国外からの輸入に頼るなどの問題もある。

この課題を解決するために、地方の水素ステーションや中小事業者・家庭（給湯機等）などを
対象として国内の資源を用いた本事業の事業化を目指す。
シロアリの活用を通じ、日本の林業に新たな息吹（再活性）を起こしたいと考えている。
そしてエネルギー自給率向上による安全保障の強化にも貢献したいと考えている。

Ⅰ．シロアリを大量に繁殖させる技術の確立

Ⅱ．シロアリと材木を使って水素を作り出せるかの検証
→①簡易的なproductの開発
②コスト算出

上記の事を実現したうえで、ビジネスモデルの確立，ヒアリング，原料調達戦略等の優先順位
付け及び行動を行う。

・シロアリの小規模養殖技術と脱走防止技術の２つを持っている。今後はまず、シロアリの養

殖技術の確立及びシロアリのポテンシャルを定量的に調べ、国内におけるシロアリビジネスの
事業性調査を行い、手前の事業としてどの領域が適切であるか（事業領域がシロアリだからこ
そできることも考慮に入れ）検証する。その後ビジネスモデルの策定を行う。
・パートナー構築，神戸市・大阪市のスタートアップ支援機関からサポートを頂いている。
・2024年2月 JETRO起業前学生マインドセットプログラムに採択いただき、フランス・ドイ
ツを訪問した。国内だけでなく、世界進出も視野に入れて、活動を行っていく。
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